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０．現状把握

（０）中央教育審議会及びそれに関する会議の傍聴
　2015年から文部科学省で開かれている中央教育審
議会及びその下部の部会等の傍聴に出かけてきた。特
に、この時期は、学習指導要領の改訂とともに高大接
続システム改革会議が並行して開かれていたこともあ
り、多いときは週に 3回ほど文部科学省の講堂や会
議室の方へ出かけた。そこにおいて、これからの教育
の目指すもの、学習指導の方向性を事前につかんで、
学校現場における学習指導に活かそうと考え、そこで
出てくる考え方を理解するために、委員の方々のお話
を聴いたり著作物を購入したりしてきた。
　ここでは、従来の「教科主体」の改定ではなく、現
在のそしてこれからの国際社会を見据えた将来を生き
る人たちを育成する意識をもった議論がでていた。ま
た、この中で審議会の委員による「主体的・対話的で
深い学び」の実践もあった。その議論等を聴かせてい
ただきその方向性を自分なりにとらえた上、自分自身
の教育実践に活かそうと意識してきた。

（１）勤務校の現状
　ここ数年、一般に発行されているさまざまな雑誌に
取り上げられている内容をみると、勤務している中等
教育学校はほぼ一貫して「たいへんにお得な学校」「優
れた教育指導を行っている学校」ということで描かれ

ている。ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）
指定校でもある。そして、ゼミ形式によって教員全員
が「探究」の指導に係っていることで、学校全体とし
て探究活動を進め、生徒ひとり一人の学びを深めてい
る形になっている。入学時の「偏差値」がそれほど高
くはないが、卒業時の大学進学者数をみると半数以上
が東大をはじめとした国公立大学に合格（進学）して
いる。その多くの取り組み及び数値として出ている結
果から、外部からは高い評価がなされているといえよ
う。
　入学してくる生徒さんの様子をみていると、全般的
に素直で学びに対して真面目に取り組む人がほとんど
である。ただし思春期の 6年間という中で、成長の方
向性にもさまざまな生徒がいるので、考え方などが勤
務校に合わないと感じて進路変更される生徒も若干存
在することは事実である。
　そのような状況から、入学する生徒さんたち、また
そのご家庭の人たちの思いを考えると、非常に重い責
任を感じるとともに、それに応えるために多種多様の
教育活動を並行して行っていかなければいけないと考
えられる。そして、実際に、さまざまな教育実践が行
われてきたといえる。
　
（２）「物理という科目」の特徴
　上記のような状況において、物理は、自分自身が中
学高等学校時代に学んできたそのなかでは、最も難し
いと感じた科目の一つである。自分自身、自然科学の
一つの分野として興味は感じていた。しかし、段階が
進むと、問題を解いていてだんだんと難しく感じてく
ることが多かった。教える側に立つと、特に、数学に
不得意感をもっている生徒にとっては、初めから逃げ
出したくなるような気持ちをもってしまうことが考え
られた。そこで、この科目の『学びへの入り方』が重
要であると感じてきた。
　気持ち的に「後ろ向き」になってしまっている生徒
を「結構おもしろいな」「もしかしてできるかも」と
前向きな気持ちをもてるように工夫することが求めら
れているのである。そのため、強制的な宿題でがちが
ちに縛ったり、頻繁な小テストで「勉強しなければい
けない」という感じ方をもたせたりすることは、生徒
たちの自らの学びへの意欲を削ぐものと考え、できる
だけ避けるようにした。
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　授業の中では、個人的に考える時間とともにグルー
プワークや仲間といっしょに考えを共有する時間をで
きるだけ多く確保するように工夫してきた。何を学ぶ
場合でも、「学ぶことがたのしい」ことを感じられるこ
とを最も大切にしている。そして、この楽しさを感じ
ることによって、自分自身で学ぶ方法（学習方略）を
つかんで欲しい、これから長い時間生きていくために
「学び続ける力」を身につけて欲しいと常に考えている。
このことは生徒の希望とも合致すると判断できる。

『４月第１回授業（オリエンテーション）後の生徒の「思
い」』から一部抜粋
・物理 (というか理系全般 )が苦手な上にあまり好き
ではなかったのですが、オリエンテーションを経
て、もしかしたら楽しみながら学ぶことができるか
も、と思いました。物理を好きになりたいなと思い
ました。よろしくお願いします。

・最初の時間のオリエンテーションでのお話、楽し
かったです！いろんな気づきがあって面白かった
です。物理は難しいようなイメージがありますが、
楽しんで行きたいです！！

・私の思いについてですが、先生が私たちに対して
言ってくれた「自信を持って！」の根拠がすごく
シュールで心に残っています。（中略）日本は世界
で一番理系が得意とかの話です。妹にも教えてあげ
ようと思います。

１．通常の授業実践

（０）「通常授業時間」の進め方～「教えて考えさせる
授業」の流れを用いて
　もともと、授業形態の基本は、市川伸一氏の提唱す
る「教えて考えさせる授業」を基軸として構成されて
いる。さまざまな「アクティブラーニング型授業」が
ある中で、この形式をもととして組み立てていくが最
も従来の授業方法とのつながりがよく、かつ、さまざ
まな手法を取り入れやすいと考えたからである。
　通常授業においては、「教えて考えさせる授業」の
中に、グループ学習やペア学習はもちろんのこと、獲
得型教育（故渡部淳氏提唱）にある演劇的手法やＫＰ
法（紙芝居プレゼンテーション）などを取り入れて進
めている。また、一定の学習が進んだ単元のまとまり
毎に、ジグソー法などを用いて学びを深め確認してい
く工夫をしている。

（１）ホット・シーティングから始まる
　ホット・シーティングとは、演劇的手法の一つであ
る。これは、他の人や動物など何か自分以外になりきっ
て行う「なりきりプレゼンテーション」の一つである。

場合によっては、生物でないモノとなって出てくるこ
ともある。「なりきった人」（ある意味の主役）が前に
出て、他の人の質問に答えていくことになる。
　昨年度の 4年次生物基礎においては、「私はチロキ
シンです」といって、一つのホルモンになりきって、
自分自身（チロキシン）の大切さを語り、他の生徒か
らのその場での厳しい質問に答え返していく姿などが
観られた。
　この方法を授業の初めで使う目的は、前回までの授
業で学んだことの確認を行い、さらに理解を深める
（「教えて考える授業」でいう「理解深化」にあたる）
ことがまず挙げられる。言い換えると、前時の学習内
容を発展的に復習することになる、実際にはその中に
おいて、生徒同士のやり取りを通して興味や関心が広
がっていく様子が多くみられる。
　上のような教科科目の学習の確認及び発展というこ
と以上に大きな効果は、『自分ではない何か』になり
きって語ることで、人前で話しやすい環境をつくって
いるということである。このことは「今は自分ではな
いんだ」という意識つくりからくるものである。こう
することにより、「失敗してはいけない」「間違っては
いけない」という気持ちの強い真面目な生徒の心を「解
放」する効果が期待できる。ここから自由に気軽にど
のような場でも話ができる感覚を育てることができる
と考えている。この手法を用いることによって、授業
の初めの雰囲気を明るい学びの場に創り替えるという
「学びの場創り」へのアイスブレイクのはたらきも担っ
ている。
　物理や数学においては、この方法をそのまま取り入
れられる場面が少ないため、今年度は途中から、ホッ
ト・シーティングと選択できる「生徒が先生役を務め
る」という形での「演劇的な入り方」を取り入れた。
すると、生徒は自分でその時その時に求められている
ことを自分で考え、かつ自分のやりやすい方法を選ん
でクラス全体に向けて学びを深める授業の導入を行う
ようになった。特に、前時までに学んだ内容の問題を
もってきて解説する形をとって、クラスの生徒の実践
力を高めようと試みる様子がうかがえた。「先生役」
担当の生徒はもちろんのこと、説明を聴く生徒たちか
らも「身に付いた」「分かりやすい」という声が多く
でてきた。

（２）生徒からの「問い」を真ん中に置いた授業設計
　「授業時間を生徒主体に」をはじめの目標として進
めるために、生徒への過重な負担を避け、生徒が興味
関心をもって学びに向かう方向へ導くことを常に意識
してきた。そこで、教科書を用いて、生徒が「問い」
をみつけ、その「問い」をきっかけとした授業展開を
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進めている。
　授業時間の中に、教科書を読み込み考える時間をつ
くっている。ここで、グループになって生徒同士が疑
問をぶつけあい答え合った上で、「問い」を挙げるよ
うにしている。ここでは、ロイロ・ノートを用いて「問
い」を共有し、生徒自身の関心からクラス全体の学び
を広め深めていくことを目指している。
　生徒は教科書内容に関する疑問から用語の質問、そ
して教科書を超える問いまでさまざまなレベルの「問
い」が出てくる。グループの中で議論をして「これは」
と考えたものが生徒から出されることとなり、次の「教
師からの説明」の中で言及するものになる。
　この生徒から出される「疑問」「質問」「問い」の内
容によって、授業の深まりが大きくかわることがある。
そこで、場合によっては、他のクラスで出てきた疑問
や質問を提示したり、教師側から問いを投げかけたり
する必要があることもある。

（３）ＫＰ法を用いたコンパクトな教師からの説明
　ＫＰ法（紙芝居プレゼンテーション法）とは、川嶋
直氏が考案したもので、学びを進めるときだけではな
く、考えをまとめたり共有したりするときにも有用な
方法である。
　授業で教師が用いるときは、主に事前に作成した「紙
芝居」の紙を黒板やホワイトボードに貼りながら説
明していく。貼り終わったときには、全体の流れがで
きあがって見える。原則としてその授業時が終わるま
では、そのまま全体を提示しておくようにしておく。　
この利点は、聴覚優位な生徒でも視覚優位な生徒でも、
内容を受け入れることができる方法となっていること
である。
　さらに、黒板（ホワイトボード）上にできあがった
全体像を画像として生徒に送っている。そうすること
で、生徒が授業の中で板書に気をとられる必要なく、
説明を聴くことや自分で考えることに集中し、また、
仲間と話し合ったり教え合ったりする時間の確保がで
きる。実際、従来の板書しながら説明する授業で 45

分程度使っていた説明を、ＫＰ法を用いることにより
15分以内で実施できるようになっている。

（４）一つの質問（課題）を考えて学習内容を振り返る
　ここは、学習項目により時間の取り方が変わるが、
本時の授業の中で学んだことを確認し深める時間とし
てとらえている。今まで学んできた知識を利用し、仲
間といっしょに応用的な課題に意欲的に取り組むこと
ができるように促している。せっかく周りに同じこと
を学んでいる仲間がいるのだから、ここでも、いっしょ
に考え協力して進めれば難しいと感じる課題も解決に

向かうことができるという実感をもてるようにとして
いきたいと考えている。
　この段階でも、教え合い学び合うことを通して、社
会に出て活躍できる人、そして人生を愉しめる人とし
て育つことを意識して授業を進めている。

（５）リフレクション（自己評価または授業評価）記入
　授業の終わりには、振り返りとして評価をするよう
に進めている。評価は主に二つのものを行う。一つは
生徒自身による自己評価、もう一つは授業評価（教師
への評価）である。
　ここでは、特に適切に自己評価できるようになるこ
とが大切であると考えている。それは、メタ認知がで
きるようになることが学びを深めていくために大きな
役割を担うと考えているからである。しかし、自己評
価は難しいと感じられるので、簡易的に評価できる単
純化されたルーブリック形式の表を作成し、それに基
づいて短時間で評価ができるように工夫している。授
業評価については、自己評価と同様の項目に関して、
評価の視点を変えて評価をできるような記入表を作成
してある。
　授業初めの段階では、３観点評価に基づいたルーブ
リック型の選択とさらに記述する形式のものを作って
配付したうえで提出を求めた。数回実施した上で、評
価に慣れ評価する項目が身に付いたところで、自由記
述方式に変えて提出をするように促した。
　授業を振り返ることで、学んだ内容を思い出して理
解を促すとともに、“自分の学び”として自らが意識
するようになることを目指している。

（６）ノート作成とノートの共有
　授業は、上記に示した通り、板書を書きながら進め
ていくという形式ではない。板書を写すということは
求められていない。すなわち教師がノートのつくり方
を決定することはなく、各生徒の自由な形に任せられ
ている。そうすることで、自分で考えて自分にあった
もの、自分の学びやすい形でノートをつくることがで
きるようになるように進めている。生徒ひとり一人が
自分のスタイルで学びこと、自分自身の学び方を身に
つけることを求めるとともに、どのようにノートをと
ることが自分にあっているのかを自分で感じ取り、将
来の仕事などで使うメモの取り方や自分の役に立つ記
録の残し方につながる基盤をつくることを考えている。
　しかし、自分だけではどのように創っていいのかわ
からない生徒もいる。基本的には、ＫＰ法を用いた黒
板（ホワイトボード）上のものをもとにして作成でき
るようにしてはいるが、『写せば完成』にはならない
ようになっている。全ての場面において“考える”こ



－ 58－

とを基準にしているのである。そこで、ロイロ・ノー
トの共有機能を利用して、同じクラスの生徒が作成し
たノートを見ることができるようにしている。ここに
おいては、早めに提出してくれる生徒は「他の生徒の
学びに協力してくれている」ことになるということを
伝えている。そして、この“協力するという型”を身
につけることは、将来仕事をする場において、最も役
に立つ力の一つになると考えている。

（７）通常時の課題について
　基本的に強制的な課題は出していない。何ごとも強
制されるとそれだけで「嫌い」になってしまう可能性
があるとともに、強制されることに慣れ過ぎて『強制
されることによって行動する』ことが当たり前の人、
『指示されないと動けない』人となってしまうことは、
勤務校の『グローバルリーダーを育てる』という教育
方針とそぐわない。だからといって、全ての生徒（中
学生高校生）が習ったことを自分で決めて復習してい
くことは難しいことである。そこで、一つのペースメー
カーとして課題を出している。授業毎にそれぞれ期限
を決めてロイロ・ノートに提出をする形をとっている
が強制はしてこなかった。

ホット・シーティング

ＫＰ法（黒板上）＋教え合い学び合い
＊写真加工をしています

２．「単元の区切り（主に各章）毎の授業」「試
験前の授業時」の進め方
　～簡易ジグソーおよびワールドカフェ方式を用いて

（０）生物の授業時と比較してみる
　生物担当のときは、単元のまとめの授業として演劇
的手法を取り入れた「対話的な学び」を行った。ジグ
ソーを用いて知識の共有を図ったうえで、代表者によ
る演劇的な手法を用いた議論を行った。「他のモノに
なりきる」という演劇的手法の一つによって、生徒た
ちは一つの学びの深まりを体験できたと感じていたこ
とを示していた（⇒詳細は教育課程年報 Vol.20参照）。
　しかし、物理は数学と同様、問題演習を通して理解
を深める面が強く、生物と同じ方法をそのまま利用す
ることは適当とは考えにくいため、他の適切な方法を
模索することとなる。そこで、単元ごとにまとまりの
ある授業時あるいは定期試験の直前の時間は「生徒同
士が問題を解き教え合う」時間をとるようにした。こ
こで利用した方法が、ジグソー法とワールドカフェと
いう方法である。
　ここでは、二つの手法の実施方法についての説明詳
細は省略するが、どちらもそれぞれの生徒が『一つの
ことに詳しいミニ“専門家”』となって、理解したこ
とや身につけた知識や情報について教え合い学び合う
ことで、みんなで「理解を共有」する方法である。

（１）担当の問題を決める
　教科書等で範囲を決め、例題や類題等を用いて、各
生徒に担当を割り振る。一題につき数名の生徒が担当
者となる。担当が決まったら、同じ問題の担当者が集
まってグループをつくり、担当者全員が自力で解答し
説明できるようにする。ここでは、教師は必要に応じ
て、グループ内で教え合い説明し合うことを促す。慣
れてくると生徒の方で動くようになるので、教師の主
な役割は時間設定を行い生徒の学びの進捗状況を観察
することとなる。

（２）共有する
　共有する方法として、ジグソー法を使ったり、ワー
ルドカフェを用いたりするのだが、その選択基準は、
全体の人数、使える時間、生徒の理解度（課題の難易
度）などによって変えることが求められる。
　生徒各々が一つの問題について、その“専門家”と
して、他の生徒（他の問題についての“専門家”）に
対して説明していく。質問も受けることになる。それ
ぞれ異なる問題に関して“専門家”同士が責任をもっ
て説明し合う。知識や解法を交換し共有していく。こ
こでは、「一つのことに責任をもって説明する」とい
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うことに意義がある。「一題だけでいい」「一題だから
こそ責任をもって」「生徒から説明する」「生徒同士だ
から質問しやすい」「知識、解法を共有する」など、
この時間の意義は大きいものと考えられる。このこと
は生徒の感想からうかがい知ることができよう。

『感想及び意見』（６月末）から一部抜粋
・生徒主体の授業は受けたことがありますが、その
中でも少し特殊な授業で毎回の授業が楽しいです。
ホットシーティングは友達がやることでより興味
を持つことができました。自分がやった時は緊張し
たけれど、どうやったらみんなのためになる授業を
できるか考えることで、より理解が深まったように
感じました。グループワークも多く、友達と協力す
ることで身についたことも多いと思います。あと、
先生が持ってきてくれるかっぱさんなどのぬいぐ
るみによって、より物理へのモチベーションがあ
がっています。

　また、その日のうちに問題演習をすることで自分の
理解しているところとしていないところを明確に
することができていて、テスト前も効率的に勉強で
きています。

　 そして、藤牧先生は物理もそうですが、人生に役立
つことを教えてくださり、とても良い学びになって
います。

　これからも、このような授業形態のものを受け続けた
いと思います。楽しい授業をありがとうございます！

・最初の方はグループの中に自分から参加して話し合う
ことは少なかったが、回数を重ねるごとに意図的に質
問を投げかけて議論をするようになった気がする。

　内容がだんだん複雑になってきて、計算もややこし
くなっていると感じるので、図などを用いて可視化
しながら工夫して問題を解くようにしたい。また授
業の初めに生徒が先生役をする取り組みは、先生役
の考える、注意すべきポイントなども聞くことがで
きていいなと思う。

前期終わり時の感想及び意見（９月末）から一部抜粋
・グループワークで問題を解くのが、分からないとこ
ろを教えあったり、質問しやすかったりしたので、
後期でもこのような進め方であってほしいと思っ
た。

・運動エネルギーの分野では、ホットシーティングを
含めて説明が詳しくて、分かりやすかった。また、
物体に加わる力を適切に図に書き込む力が身につ
いた。

・グループワークの時に分からないことがあったとき
に、積極的に質問することができた。また、その公
式を使う理由など、丁寧な説明をできるようになっ
た

・とてもわかりやすかった。特に紙に教科書の内容を
まとめてくださっていたので、教科書の表現がわか
りにくいところも紙を見ることで理解できた。

・鉛直投げ上げや投げ下ろしの授業が図を用いて説明
してくださったのでとてもわかりやすかった。

・普段は苦手科目が嫌いになる傾向があったが、物理
は苦手でありながらも嫌いにはならなかった。

・ホットシーティングによってクラスメイトの解き方
や考え方が見れるのがよかった。

・最後のクラスメイト作の問題が楽しく、また教科書
の解説の仕合などによって自分の理解が必須にな
る状況になって大変だったぶんその問題はよく理
解できた。

・全体を通して、生徒同士が自主的にする活動が多く、
今日の質問疑問など生徒に自分から課題を考えさ
せる要素が多かった。個人的には 1つの話題に対
して複数人で深堀りするのが好きなので、すごく個
性的で楽しい授業だったなと思った。

・テストでノートを持ってきていいというのは大学で
は基本ということを知らなかったので、驚いた。ま
た、それを高校で行うのがすごいなと思った。

・最初のほうは今までに見たことがないような授業ス
タイルで戸惑ったが、今ではすごく楽しい時間だっ
たなと思う。

・「【教科書読む】→【グループで考える】→【分から
なかったら質問】」の流れはとても良かったです。

・自分が問題を解説した時の授業が印象的。自分が理
解していないと何を説明すれば良いのか、そもそも
何を話せば良いのかが分からないことに気がつい
た。あの経験を活かして、人に教えることの大切さ
（教えることが大切なのではなく、教えられるよう
になること）が分かった。

・物理の授業を通して、手を動かすことと継続を学ん
だ。手を動かさないと、何も進まない。当たり前す
ぎるけれど、実際、学校であまり聞かない言葉だと
思う。また、毎日の継続が大きな力になることがわ
かってきた。自分が当たり前のことすらできていな
いことに気がつくことができてよかった。ありがと
うございました。

・問題を友達に教えてもらう教え合う活動の中でわか
らないところも気軽に聞けて図を使ったりわかり
やすく教えてもらうことができてよかった。

・物理の根本的な「なぜ？」を深く考えることができ
てよかった。

・勉強でのコミュニケーションの大切さを知りまし
た。これからもわからないところは友達に聞いて勉
強しようと思います。

・藤牧先生の授業は、教えあいやホットシーティング
など、生徒同士の話し合いが多く、活発に授業を
受けられとてもよかったです。でも実は先生が HR
などで自分や今の社会、恋愛、仕事などについて
話していただいた時間が一番好きでした。そのテー
マを考えながら、先生の意見を聞くのが、とても楽
しかったです。

・物理基礎の授業を受けて、当たり前のことを疑う姿
勢が身についたと思う。今までは教科書に書いてあ
ることは絶対で、それを疑うことはなかったが、こ
の授業を受けてそのような姿勢が変わった。また、
「自ら」学ぼうとする姿勢も生まれてきた。先生に
指図されたことをただやるのではなく、自分から学
びを深めていく必要性に気がついた。後者に関して
はまだ完全に習得したわけではないが、物理基礎の
授業が気づくきっかけを与えてくれた。今後、その
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姿勢を伸ばしていきたい。
・他の授業と異なる進め方で新鮮だった。グループ内
での話し合いの時間を重視しているように感じた。
デジタルの時代で、あえて黒板に手書きの紙を貼り
付けていて、珍しい方法だと思った。

・この授業や進め方で身についたのは自分で考えて進
める力だと思う。また、最初の疑問を共有する時間
では自分で問を見つけて課題発見力のベースにな
る力を身につけられたと思う。

・授業の最初に質問をする時間で、教科書に載ってい
ないようなことを学ぶことができた。また、ホット
シーティング、例題の生徒による解説、班の中で教
えあう活動などもあって、先生と生徒の両方から学
ぶことができたし、さらに自分自身も人に教える
ことで定着が早まった。自分にとっては新しくて、
いい授業だと思った。

・物体に働くエネルギーや熱について学んだ。印象に
残るのは運動エネルギーの類題を生徒同士で教え
あう授業で、自分で解いてみたときはよく分からな
かった問題も友達に説明されて「あ、なるほど！！」
と納得できたのを覚えている。また、個人的には
もし地球上に〇〇がなかったら～という話が面白
かった。垂直抗力がなければ私は今ここに座ってい
ることはもちろんできないし、ずっと地球の中心に
引っ張られることになる。床や地面は意味をなさな
い。もし空気抵抗がなかったら、雨は人に穴を開け
る勢いで落下してきて、人類は少なくとも雨の日は
地中にひきこもるしかなくなる。そしてもし摩擦力
がなければ、釘などで物を固定しないと何もかもが
滑り続けて、教室に等間隔に机が並んでいるという
状態をキープするのはきわめて困難になると考え
られる。このような話を聴いて、これらの力をとて
も身近に感じた。

・今までは課題に強制されて問題を解いていたけれ
ど、今年（前期）の物理の勉強は自分が必要だと思っ
た部分を自分からやる形で、どれほど自分が意識
して演習を重ねたかが直にテストの結果に表れた。
不十分なところを自身の力で補い、成長する力が付
いたように思う。

・質問を行いやすく、単元のごとに毎回、自分の不明
点を確認することができたため、引っ掛かりを無
くしながら勉強していくことができました。また、
授業の復習としてゼミナールの提出課題をこなす
ことで、定期的に復習を行うこと　ができ、テスト
前のみの勉強でない、定着させるための勉強にする
ことができた。

・先生のおかげで、物理という教科に興味を持ち、学
びたいという積極的な姿勢で授業に取り組むこと
が出来ました。私の一番の成長は、物理基礎を好き
になったということです。

（３）定期テストとルーブリックによる採点及び評価
　定期試験（選択問題、短答式記述問題を除く）にも、
あるいはグループで行う演劇的な発表においてもルー
ブリック形式の評価表を作成し利用している。今回は
グループで行う演劇的な発表を行うところまで至らな

かった（昨年度は年度後半で複数回行っている）が、
ここにおいては他者（生徒）評価も実施することが多
い。
　定期試験においてルーブリックを用いることは、大
きく二つの効果がある。一つは、文章回答型問題及び
図解や数式を使った回答を求める問題について、ルー
ブリックを事前に生徒に示し共有した上で、そのルー
ブリックを用いて採点することにより、採点に対する
生徒からの信頼度が上がることである。その結果、返
却時に疑問が上がったり修正を求められたりすること
はほとんどなくなり（例えば、直近の今年度前期末試
験では全くなかった）、返却などの時間も短くできて
いる。
　もう一つは、こちらの方がもともとルーブリックを
導入した理由であるが、ルーブリックを示すことに
よって、どのように学べばいいのかを生徒自身が理解
して、それに合わせて学ぶようになることである。今
回改定された学習指導要領の理念を強く意識し、授業
を構成した上、その授業に適した試験形式及び試験内
容となるように工夫している。そうすることによって、
新しい学習指導要領に沿った真正の学びと「指導と評
価の一体化」を目指している。

３．真剣に「主体的・対話的で真正の学び」
を追究する

（１）子どもたちと学校選択
　中高一貫校への進学を選択しているのは、ほとんど
の場合、実際に通う児童生徒というよりも、その保護
者の方であると考えられる。たとえ、進学する前の子
どもが形式上選択したといっても、選択することに
至った『考えるための情報』等は多くのものが保護者
によって事前に取捨選択されて与えられている可能性
が高い。このことは、実際に通学する本人だけでなく
家族ぐるみで学校選択をしているということを意味し
ている。そして、12歳から 18歳という発達にとっ
て重要な思春期 6年間をその学校に『託す』という
とても大きな意味合いをも含んでいる。
　特に、11～ 12歳の小学生段階で完全な自己決定
をすることは難しいときに、大きな選択をして入学し
てきていることは大きな意味をもつ。中学 3年生（14

～ 15歳）で選択しているのとは意味が異なる。中学
3年生であれば、中学 3年間の経験や先輩からの情報
の獲得、教員をはじめとした学校からの情報提供、さ
らに年齢的な成長によって、自分で判断できることは
もちろん、「自分で選択した」という自負をもつこと
ができる。そのことは、「自分で責任をもって学び（さ
まざまな意味での「学び」を含むが）を進めていく」
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ことに結びつく。
　上記のように、中高一貫校（中等教育学校を含む）
に中学 1年生から入学する場合は、保護者の方々の
意向が大きく影響を与えている。多くの場合、保護者
の意向でほぼ決まっているといってもいいと考えられ
る。本人からすると「その学校がいいと信じ（させら
れ）て」「受験勉強をして（させられて）」入学したと
いうことも少なくない。そして、そのように信じ込ま
せてしまう原因の一端は、学校側が説明会などで提供
している情報内容や形式に大きく影響されている。そ
のため、入学する学校（中高一貫校、中等教育学校）
の側としては、「選択したのは生徒の側なのだから」「地
元の公立の学校に通うことができるのだから」という
理由により、自己責任的な対応は許されない。これ
は、高校入学段階で選択をする場合に比べて大きな違
いである。もちろん形式上は、誰でも高校進学時の選
択は可能なのである。しかし、中高一貫校は一般的に
人気があり、特に、その地域で高い評価を受けている
学校の場合は、その学校に通学している生徒が他の学
校へ転学する（または単に退学する）という選択をす
ることは、周りの目もありそのハードルが高いという
ことになる。また、子どもが少ない昨今のご家庭にお
いて、中高一貫の学校へ入学させるということは、そ
の子どもたちは一身に保護者の期待を背負っていると
いう場合が多いと考えられる。このことは、当該生徒
からみると、うれしい面もあるであろうが、非常に重
い意味をもつことである可能性が高く、生徒たち（さ
らに保護者も）はさまざまなストレスを抱えることが
考えられる。現状は、それを学校において、教員をは
じめとしたスタッフが支えていかなければならない状
況となっているといっても過言ではない。
　上記のように、中学と高等学校と別々の 3年間ず
つの学校に通うことと一貫校に通うことには大きな違
いがあることを認識したうえで、その組織をつくり人
事配置を行い、特に精神的・心理的な面を支えるシス
テムをしっかりと構築したうえで、きめ細やかな教育
活動を進めていくことが求められている。

（２）高校受験がないということ
　中高一貫校の長所と短所を考えて、その長所を生か
せるように意識していかなければならない。中等教育
学校のため、当然のこととして高校受験がない。この
ことは、原則的に中学校の成績が何かに影響すること
はないということである。学びを進める生徒本人はも
ちろん、教育をする学校側教員側としても時間的にも
形式的にもある一定の時間を縛られないで教育活動を
行うことができるということに他ならない。それだけ
の余裕と時間の使い方の自由さがあるのである。中学

校時代（中等教育学校においては前期）は、やりたい
こと学びたいことを徹底的に進めることができること
になる。
　すなわち、教師からみると長期を見通した一貫した
教育指導ができる。これには以下のような長所がある。
　①生徒保護者と教員をはじめ学校の信頼関係創りが

できる
　　6年間という長い時間いっしょに過ごし人間関係

をつくっていくことによって、安定した信頼関
係をつくることができる可能性が高い（が諸刃
の剣でもある）。

　②一生付き合える人間（生徒同士）関係創りができ
る

　　思春期の大切な６年間をいっしょに過ごすこと
で、同級生同士、先輩後輩関係の信頼のおける
人間関係ができ、将来の仕事などの付き合いに
おいてもさまざまな点で有利にはたらく可能性
がある。

　③安心安定した学校生活ができる
　　思春期の繊細な時期に同じ学校で同じ仲間たちと

高校受験という切れ目のない中で、安心してさ
まざまなことを体験でき、多くのことを学ぶこ
とができる。

（３）‘学び’を『勉強』にしない…たのしく学ぶこと、
そして「学び続ける力」
　中学校、高等学校の 6年間を通して、学びへの前
向きな思いを育て膨らませていくことが最も大切なこ
とと考えている。学びとは『たのしいこと』『おもし
ろいもの』という感覚を伸ばしていくこと、そして、
それと同時に、一人ひとりが自分に適した“学習方略”
を身につけていくことが重要である。その結果として
変化の激しい人生全般において、学び続けていく力を
身につけていく。上記のことがこの中高６年間一貫校
に課せられていることであり、学校そしてそれに係る
教師の果たすべき最も大きな責務である。６年間つな
がっていることで、そこに高校入試という生徒たちに
とってはとても重い軛がない。この部分を徹底的に掘
り下げていくことができるはずである。そのように考
えるとともに、その期待と重い責任を感じるのである。
実際にそれに応えることが求められているし、応える
こともできると考えている。
　勤務校はＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）
の指定も受けていることから、理科系の探究的な学び
は先進的に行われてきている。特に、総合的探究の時
間は、高校生が全員ゼミに所属し、一つのテーマにつ
いて「探究していく」形になっている。ゼミは、医学
をはじめとして、広い分野にわたり生徒がさまざまな
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分野から選択できるようになっている。それぞれのゼ
ミには、4年 5年 6年（実質的に学ぶのは４・５年次）
が数名ずつ入るが、その各ゼミに担当の教員が配置さ
れていて、ほぼ週１回の探究の時間に指導を受け学ん
でいく形となっている。テーマは個人で決められるの
で、学年やクラスを超えて学びが深まるようである。
また、教員は多くの場合、それぞれが専門に近い分野
のゼミ配置となるため、そこにおいても適切な指導が
できる可能性が高いように工夫されている。
　低学年においては、必要な最低限の知識を身につけ
るために、『テスト』という形で強制的な感覚で捉え
ることがないように工夫することも必要である。学ぶ
ことを『イヤなこと』『強制的にやらされること』と
感じさせてはならない。学ぶことを“たのしいこと”“よ
ろこび”と感じるようにもっていくことが我々教師の
腕の見せどころであり、醍醐味であり、そしてそれこ
そが学校教育の役割の一つである。そこで、『勉強を
させるための道具』としての評価（成績評定）に関連
するようなテスト（試験）を強調しないようにしてい
くことが適切と考える。自ら進んで愉しみながら知識
を身につけることができるように工夫することが大切
である。そのきっかけとして定期的に「クイズ形式」「コ
ンテスト形式」企画を提案しているところである。
　私たち教師の仕事の中心は、学ぼうとしている生徒
たちに、「学びを深め拡げられるような場を創る」こ
とであると考えている。そのために、自分自身がさま
ざまな学び方を探し、体験し、それを示していくこと
が必要である。そして、まず私たち教員が学び続ける
ことによって、生徒たちに学び続ける姿とその意義を
示すと同時に、生徒ひとり一人が学び続けるための“学
習方略”を身につけられるように創意工夫を重ねる続
けることが求められている。

【資料 1】定期テスト問題①

【資料 2】定期テストルーブリック①

【資料 3】定期テスト問題②

【資料 4】定期テストルーブリック②

【注記】
　 　上記は、2022年 10月末に作成したものを修正
したものであり、主に当時の状況で記述されている
ことをご了解いただきたい。
　 　なお、文中の「勤務校」とは、関東近県にある県
立の某中等教育学校のことを指している。
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